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編 集 後 記

　 昨年4月 、大学 院文 学研 究科英 文 学 専攻 に博士後期課程が設置 され、それ

を機会に大学院紀要の英文学専攻分冊が刊行 される ことになった。院生に論

文執筆 を勧め、同時に本学 における研究(の 水 準)を 世 に問 お うとい う趣 旨

であ る。 誌名をr英 語 英 米 文学 論 輯』 と したの は、「創刊 にあた って」 にお

いて加藤文彦教授 が述べている、英文学専攻 とい う名称の中身 をよりよ く反

映 しようと考えたためである。 この専攻 につながる者た ちが、言語学 、記号

論か ら英語 と英語 で表 された思想 や文学 に至 るまでの広い領域 で、各 自の研

究を論文 としてここに寄せ あつめ、一つの論輯の空間が出現することを願 っ

ている。

　 上述のような紀要の趣旨か ら、本分冊では投稿論文すべ てを学外の委員 を

含む査読委員による審査 に付 した,,採 用 の可否 のみ な らず 、論 文 の細 部 にわ

たって論評、コメン トをつけて、批判 に耐 えうる論文 を掲載 しようとの意図

からである。創刊号では、学外か ら、東京大学名誉教授 ・岐阜女子大学教授

亀井俊介、京都大学名誉教授 喜志哲雄の両先生 に、ご無理 をお願 い して、加

わっていただいた。両先生 はお忙 しいなか、丁寧 にご審 査 くださ り、採否の

ご判断は もとよ り、論文の主張、論証法、 さらには表現 に至 るまで コメ ン ト

していただいた。 これによ り、採用 された論文 も、本誌 に掲載 された最終的

なかたちにすることがで きた。心 からお礼 申 し上げる。学内か らは森晴秀、

辻裕子両教授 と紀要編集連絡委員 として鴨川が加わった。

　執筆者 を紹介す る。Clive　Stroud--Drinkwater:本 学 教授 、博 士後 期 課程 担 当。

G(eorge)M.　 Hyde:本 学 教授 、博 士 後 期 課程 指 導 教 授 、江藤あ さ じ:博 士 後

期課程英 文学 専攻1回 生 、本 岡典子:博 士 後期 課程 英文 学専 攻1回 生 、鴨川

卓博:本 学教授 、博 士後期 課程 指導 教授。

　次号 はさらに充実 したものになることを期待 しつつ。(2002年2月21日 〉

大学院紀要編集連絡委員 鴨 川 卓 博
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